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 研究要旨 

 組織バンクは病理解剖から得られる脳脊髄組織を認知症などの神経変性に関する研究のために保存する方法で

ある。本研究では矢澤研究代表者が坂田研究協力者の協力のもとに国立長寿医療センターに組織バンクの構築を

進めた。橋詰分担研究者は愛知医科大学加齢医科学研究所ブレインバンクを発展させるとともに組織バンクの病

理診断を支援した。村山分担研究者は東京都高齢者ブレインバンクを推進するためにブレインバンク資源の質に

ついて検討し組織バンクを支援した。最終年度は組織バンクの活用研究について重点的に研究を行い、組織バン

クの活用に関するルールの作成と資源の活用研究を実施し、その成果と組織バンクの重要性を国民へ伝えた。組

織バンク資源の活用研究では従来のブレインバンクが形態学的な疾患分類が活用研究の中心であったのに対し、

組織バンクでは国民には分かりやすい研究を行って国民の理解を得ることに努めた。具体的には認知症の神経変

性に対する根本的な治療法に関する研究を行い、国民が理解しやすい新しい組織バンクのあり方を検討した。 
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A. 研究目的  

組織バンクは、病理解剖から得られる脳脊髄

組織などを疾患治療の研究のために保存する、

臨床研究における研究基盤である。本研究の目

的は、国立長寿医療センターに組織バンクを構

築し、組織バンクの資源を認知症などの神経疾

患の診断や治療の開発の研究に役立てること

である。今日、多くの認知症では診断技術や治

療法の開発が依然として困難である。認知症の

克服に向けて発病機序を解明するために、遺伝

子操作等を使った疾患モデルの研究だけでは

患者の診断や治療の開発は難しい。ヒト組織の

解析によりヒト固有の病態を解明することが

重要で組織バンクは大きな役割を果たす。国立

長寿医療センターが国民の健康を守るナショ

ナルセンターとして組織バンクを運営するこ

との意義は大きい。組識･遺伝子等の研究資源

バンクによる研究基盤整備はナショナルセン

ターが取り組むべき重要な課題の１つである

と考えられる。 

 

B. 研究方法  

 矢澤は国立長寿医療センターに組織バンク

を構築した。橋詰は組織バンクの神経病理診

断を支援し、東海地域の神経病理診断に関する

ネットワーク形成を行った。村山は十分な機

能を果たしている東京都高齢者ブレインバン

クを更に推進し、高品位なブレインバンク資源

の提供に関する研究を行った。 

(1) 国立長寿医療センター組織バンク 

 組織バンク資源の蓄積のためにセンター病

院と連携し、病理解剖及び脳保存に関するイン

フォームドコンセントを受けた症例について

ホルマリン固定及び凍結標本の保存を行った。



組織バンクは研究のための資源の獲得だけで

はなく、病院の臨床基盤を充実させるために病

理診断を担当した。認知症などの神経病理診断

を免疫組織染色法等により正確に行った。正確

な病理診断を基にセンター病院において臨床

病理検討会を定期的に実施した。次に、組織バ

ンクの資源活用研究を推進するために研究者

に対して組織バンクの研究資源の活用に関す

る調査を実施した。活用する研究者の実態調査

と倫理や法律に関する意識調査を実施した。さ

らに、組織バンクに関する情報や研究成果を国

民に向けて発信し、病理解剖や組織バンクの重

要性を国民に伝えた。 

(2)組織バンク資源を活用する研究 

 組織バンクの資源を有効に活用する研究は、

国民から信頼され、国民に理解される組織バン

クを運営する上で重要である。従って、組織バ

ンク資源の活用研究は認知症における治療研

究などの分かりやすい研究を行い、国民に情報

公開する必要がある。本研究では死体解剖保存

法を遵守する立場から、組織バンクの活用研究

は死体組織保存者である死体解剖資格認定者

のみが行った。遺族への返却要求に応えるため

に死体組織を拡散せず、国立長寿医療センター

の定められた場所でヒト組織研究を行うこと

を原則とした。 

 

（倫理面への配慮）組織バンクでは、病理解

剖をうける患者又は患者家族から、研究目的方

法・患者の不利益・撤回する権利などに関する

インフォームドコンセントを受ける。組織バン

ク登録の際には試料の匿名化などにより、個人

情報の保護を徹底する。組織バンクを利用する

研究に関して、厚生労働省「臨床研究に関する

倫理指針」を遵守し国立長寿医療センター倫理

委員会の承認を得る。 

 

C. 研究結果 

(1)組織バンクの構築 組織バンク資源の活

用研究を推進するために、研究者に対して組織

バンクの研究資源の利用に関する意識調査を

実施した。調査の結果、計画段階の研究を含め

ると組織バンクの資源を活用する希望のある

研究者は多いことが明らかになった（調査した

研究者全員が組織バンク資源の活用を希望し

た）。一方、研究者は組織バンクに関する法律

や生命倫理に関する理解は現状では充分では

ない。特に、社会的なコンセンサスや国民感情

への配慮まで考慮する研究者は少なかった。組

織バンクに関する研究は患者遺族や臨床医の

貢献により成り立つ研究である。そこでこの問

題の解決に向けて、若手研究者に対する教育な

どにより活用研究に関する法律の知識や生命

倫理を養うために研究者のためのセミナーを

実施した。次に、組織バンクに関する国民に対

する情報発信としてホームページを活用した。

組織バンクのあり方、保存方法や研究資源の活

用研究者の調査などについて１年ごとに改訂

した。新しい情報を公開し、できる限り簡単で

理解しやすい内容を心がけた。今後も社会的コ

ンセンサスや国民感情に十分配慮して情報発

信を行う。 

(2)組織バンクの活用研究 矢澤は組織バン

クの資源を有機的に活用し、高齢者の認知症に

関する治療研究を行った。認知症を発病するパ

ーキンソン症候群のモデル動物に関する研究

とヒト組織の研究を並行して行い、治療法の開

発の糸口をつかんだ。組織バンクにおける患者

脳の病態を解析し、自らが開発したモデルマウ

スから(Yazawa et al, Neuron,2005)病態を有

する初代培養細胞を作製した。初代培養細胞を

使 っ て 、 発 病 の 原 因 と し て 蓄 積 す る

alpha-synuclein と相互作用する蛋白を見い

だ し 、 蛋 白 を 抑 制 す る 薬 剤 に よ り

alpha-synuclein の蓄積を阻止する方法を発

見した（Nakayama et al, Am J Pathol印刷中）。

さらに、in vitro 治療研究から疾患モデルマ

ウスの in vivo 治療研究まで発展させ、最終目

標である患者への応用をめざした。 

 橋詰は皮質微小脳梗塞患者脳の解析から、

新しい発病メカニズムを検討した。村山は脳

だけでなく脊髄組織のバンキングを積極的に

行った。脊髄は病理解剖でも検討が難しい組織

であり、脊髄に関係する疾患の研究に大きな成

果をあげることが期待されている。 

 

D. 考察 

 組織バンクは、病理解剖の組織の収集、資

源の保存と管理、資源の活用研究の３つの要

素からなる。近年、病理解剖の症例数が減少

し資源の収集が切迫した課題であることは疑

えない。しかし、病理解剖の症例数の減少を

食い止めるためには研究資源を提供する国民

の理解が欠かせない。したがって、組織バン

クの研究を国民に分かりやすく伝える、資源

の活用研究は重要である。本研究では組織バ



ンクの活用研究として、認知症における神経

変性に対する治療法開発の研究を重点的に行

った。従来の組織バンクは形態学的な疾患分

類の活用研究に加えて、疾患モデル動物など

を用いることにより動的な病態解析を行い、

神経変性の治療の開発に取り組んだ。 

 

E. 結論 

 組織バンクの研究資源である患者脳組織の

病態解析は、ヒト固有の病態である認知症など

の神経変性のメカニズムを解明する上では重

要である。国立長寿医療センター組織バンクで

は認知症の治療研究を行い、新しい組織バンク

のあり方を提案した。 
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